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企 業 理 念

お客様の豊かな社会生活と
健康な暮らしを提供します

2 0 3 0 年 の ありた い 姿

地域 No.1の健康ステーション

1 2

CSRサイト

非財務報告
（環境・社会・ガバナンス）

要点・概要

財務報告

有価証券報告書
※ガバナンス報告を含む

IRサイト

統合報告書

網羅・詳細

編集方針
本報告書は、当社グループの価値や強み、また中
長期的な戦略や取り組みを、投資家をはじめとし
たステークホルダーの皆様にお伝えし、建設的な
対話に活用することを目的としています。また、
編集にあたっては、重要度の高い内容に絞り、簡
潔で分かりやすい構成を目指しました。本報告
書に掲載していない IR 情報、CSR 関連情報な
どは Web サイトで開示しています。
●報告対象期間
2025年2月期（2024年3月～2025年2月）の活動を中心に
報告し、一部当期間の前後の活動も掲載しています。なお、
組織・役職名は2025年5月27日時点のものを記載してい
ます。
●対象範囲
財務情報はウエルシアホールディングス株式会社の連結
ベースの情報に、また非財務情報は主にウエルシア薬局株
式会社単体の情報に基づいています。

本報告書の位置付け

見通しに関する注意事項

本報告書に記載されている内容は、現在入手可能な情報から
得られた当社の判断に基づくもので、リスクや不確実性を含ん
でいます。記載の業績見通しなどとは異なる結果を生じ得る
リスクを含んでおりますことをご承知おきください。

本統合報告書は、ウエルシアホールディングス株式会社として発行する最後の報告書となります。

これまで地域社会と共に私たちが歩んできた道のり、そして2025年２月期に発表したグループ経営方針

「ウエルシア2.0」の内容を中心にお伝えしていきます。

2025年12月以降、株式会社ツルハホールディン

グスとの経営統合を経て、新たなステージへと進

む私たちですが、その原点には、これまで支えてく

ださったお客様、株主の皆様、地域の皆様、そして

従業員一人ひとりの努力があります。

これまでのご支援への感謝と、これからの挑戦へ

の決意を込めて本報告書をお届けします。

一人ひとりのありたい姿をサポートする「Welcia」へ

取締役
髙橋  康司

取締役
田中  純一

代表取締役
桐澤  英明

取締役
柴﨑  孝宗



※1  2006年2月期は、決算期変更により6ヵ月決算　※2  2008年8月期は、決算期変更により6カ月決算
※3  2015年2月期は、決算期変更により6ヵ月決算
※4  2023年2月期の期首より、「収益認識に関する会計基準」等を適用し、当該基準を適用した売上高を記載

※1 ※2 ※3 ※4
（年）

 

主な動きとM&A

127億円 193億円 589億円

2,387億円

8,682億円

9,496億円

1兆259億円

売上高
店舗数

2,000店
実現

1,000店
実現

1974
「十字薬局」
（東京、コアの前身）創業

2015
「タキヤ」（兵庫）
「シミズ薬品（ダックス）」（京都）
「CFSコーポレーション
（ハックドラッグ）」（神奈川）

2017
「丸大サクラヰ薬局
（ハッピー・ドラッグ）」（青森）

2018
「一本堂」（東京）
化粧品専門店「MASAYA」（岡山）

2019
「金光薬品」（岡山）

2020
「よどや」（高知）
「クスリのマルエ」（群馬）
調剤専業「ネオファルマー」

「サミット」（愛媛）

2024
情報システム事業「エクスチェンジ」（東京）

「エクスチェンジソリューションズ」（東京）
「エクスチェンジクリエイティブ」（東京）
「とをしや薬局」（長野）
「ウェルパーク」（東京）
介護事業「ウエルシアパートナーズ」（東京）

2021
「ププレひまわり」（広島）

2022
「コクミン」（大阪）　「フレンチ」（大阪）
「ふく薬品」（沖縄）

2002
「池野（トップ）」（埼玉）

2006
「いいの」（埼玉）
「ナカヤ」（山梨）

2007
「ナガタ薬局」（群馬）

2008
「寺島薬局」（茨城）
「高田薬局」（静岡）

2010
「イレブン」（大阪）

2011
「ドラッグフジイ」
（富山）

1965 
「一ノ割薬局」
（埼玉、グリーンクロスの前身）創業

社会環境の変化

国内ドラッグストア業界での主な規制

高度経済成長

医薬分業の推進
大店法の規制緩和 大店立地法の施行

化粧品と医薬品の再販制度の撤廃
登録販売者制度の導入

オイルショック バブル崩壊 リーマンショック

バブル期 デフレ成長期（経済の低成長） 人口減少期へ突入

1970 1980 1990 2000 2005 2010 2015 2020 2021 2022 2023 2024 2025

20081997

売上推移と価値創造

「介護」支援領域を加え、
超高齢社会の

地域インフラへ

20122002
「グリーンクロス・コア」設立 店舗名を「ウエルシア」に統一 「高田薬局」（静岡）と経営統合し

持株会社「グローウェルホール
ディングス」設立

東京証券取引所第一部へ指定
「ウエルシアホールディングス」へ社名変更

2020
「ホームセンターみつわ」
（福井）資本業務提携

2022
東京証券取引所
プライム市場へ移行2016

化粧品専門店「B.B.ON」設立

2014
「イオン」による連結子会社化

2000
「ジャスコ」（現イオン）資本業務提携

M&A

主な動き

2001
ジャスダック市場へ上場

2004
東京証券取引所第二部へ上場
2005

「ウエルシア関東」へ社名変更

ラインロビングで
品揃えを広げ、

人々の生活に密着

化粧品OTC医薬品

食品

「調剤併設」
「カウンセリング営業」

「深夜営業」を柱に、
健康な暮らしに寄り添う存在へ

調剤併設 カウンセリング
営業

深夜営業

調剤併設 カウンセリング
営業

深夜営業介護

新型コロナウイルス感染症の感染拡大 感染症法上の位置付けが5類に移行

1兆2,173億円

1兆2,850億円

1兆1,442億円

40店 55店 151店

660店

992店

2,217店

2,468店
2,763店

2,825店
3,013店

2,012店

社会や時代の変化を見据え、ウエルシアモデルを構築

メディカルケア
戦略

プロダクト
戦略

地域 No.1の健康ステーション実現

DX
医療データ

POSデータ
健康データ

リージョン
戦略
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ウエルシアグループは社会環境の変化を見据え、業容を拡大してきました。
これからも、地域の暮らしに寄り添う思いは変わらずに、持続可能な社会と企業成長の両立を目指しています。

価値創造の歩み



ウエルシアHD（連結）
合計

1,285,005百万円
化粧品
203,007百万円
(15.8%)

医薬品
233,255百万円
(18.2%)

家庭用雑貨
178,053百万円
(13.9%)

食品
299,514百万円
(23.3%)

その他
87,653百万円
(6.7%)

調剤
282,548百万円
(22.0%)

手数料収入
972百万円(0.1％)

市場の成長性 スケール 専門性

10兆円を超え
さらに拡大し続ける市場で

ドラッグストアの市場規模※１

9.2兆円（2023年）

10兆円（2024年）

前年比109.0％

調剤の市場規模※2

7.8兆円（2022年）

8.3兆円（2023年）

従業員数

66,956人
（正社員・臨時従業員人数）

薬剤師数

8,550人

2025年2月28日時点

登録販売者数

20,735人
化粧品担当者数

2,685人
管理栄養士数/栄養士数

360人 / 191人

かかりつけ薬剤師数

2,427人
売上高

1兆2,850億円
対前期売上高増減率

5.6%増
商品別売上高（構成比）

来店客数
（ユニークユーザー数）

3,450万人

処方箋受付枚数

2,735万枚

ウエルシアメンバー数

（年間延べ来店客数5.9億人）

（処方箋のネット受付
利用率15.8% ※ウエルシア薬局）

1,386万人

培ってきた総合力と
スケールとともに 多様なプロフェッショナル人材の専門性を活かして

AED設置店舗数

2,621店舗
オストメイト配慮型トイレ設置店舗数

1,764店舗

調剤併設店舗数（国内）

2,282店舗
うち土曜開局店舗数

1,933店舗
うち在宅医療にかかる薬剤管理
および服薬指導の実施店舗数

1,396店舗
※１ 日本チェーンドラッグストア協会
　　「日本のドラッグストア実態調査」

※２ 厚生労働省「調剤医療費の動向調査」

前年比105.4％

処方箋枚数※2

8.3億枚（2022年）

8.8億枚（2023年）

前年比106.0％

深夜営業店舗数

2,149店舗
うち24時間営業店舗数

330店舗
店舗数

連結 3,013店舗
（45都道府県3,001店舗／
シンガポール12店舗）

ライフリー・カウンセラー資格取得者数

累計 8,289人
（2025年2月期　新規取得者583人）

拡大が続く市場において
ウエルシアグループのスケールと専門性を活かしてさらなる成長へ
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At a Glance



人口年齢構成比率

2004年 2023年

2024年  小売業の商業販売額

65歳以上
20%

47% 37%

65歳以上
29%

30代
以下

出典：経済産業省資料より

小売業 
167兆1,530億円

前年比2.5％

百貨店  
6兆3,282億円
前年比6.3％

スーパー
16兆530億円
前年比2.6％

家電大型専門店  
4兆7,288億円
前年比2.1％

ドラッグストア  
8兆9,199億円
前年比6.9％

ホームセンター  
3兆3,988億円
前年比1.7％

百貨店・スーパー   
22兆3,812億円
前年比3.6％

コンビニエンスストア  
12兆8,887億円
前年比1.2％

専門量販店3業態   
17兆475億円

その他
114兆8,356億円

30代
以下
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市場環境 ウエルシアの挑戦

ウエルシアグループは少子高齢化や競合環境、お客様の新たなニーズといった環境変化に対応し、
地域のお客様に選ばれ続けるために新たな取り組みを始めています。

市場環境認識

少子高齢化、都市集中

小売業界の競争激化

2004年から2023年の20年間で、国内の人口年齢構成

比は30代以下が全体の47％から37％へと減少する一方、

65歳以上は20％から29％へと増加しました。また、多くの

地方では人口減少が進む一方で、都市部では人口が増加

しており、都市集中の傾向が顕著になっています。このよ

うな変化により、都市と地方で顧客層の違いが拡大し、消

費者のニーズや購買行動にも地域差が生まれると見込ま

れています。また、人口減少地域では人材不足が深刻化し、

人材確保や業務効率化への対応が一層求められます。

かつてはGMS（総合スーパー）や百貨店が小売業界の

中心的存在でしたが、過去20年間で業界構成は大きく

変化しました。消費者ニーズの多様化に対応する形で、

コンビニエンスストア（CVS）、ECプラットフォーマー、

SPA（製造小売）企業、そしてドラッグストアなどが台頭

しています。ドラッグストア業界内では、M&Aが活発に

行われ、企業規模の拡大が進みました。また近年では、

食品や日用品の取り扱いを強化することで、業績を伸ば

す企業も現れています。これにより、従来のスーパーや

コンビニとの競合が激化し、業態を越えて価格やサービ

ス面での競争が進んでいます。

消費者動向の変化や 
人材不足が見込まれる

業界構成は大きく変化。
価格やサービスでの差別化がし烈に

生鮮食品や弁当、総菜など、食品の品揃えを強化した「ド

ラッグ＆フード」店舗を、郊外立地を中心に拡大します。日

常生活で必要なものをワンストップで揃えられる店舗とし

て、お客様の利便性を高めていきます。人口減少やオンラ

インショッピングの普及で地域の食料品店が減少し、高齢

者を中心に食品の購入に苦労する「食料品アクセス問題」

への対応にもなると考えています。

①ドラッグ＆フード店舗の展開

コロナ禍後、日本では医療の電子化が急速に進展し、

電子処方箋やオンライン診療などの導入が始まりまし

た。多くの調剤併設店舗を展開する私たちもこの流れ

に対応し、積極的なデジタル投資を進め、ICTを活用

した業務効率化を行っています。同時に、人とのコミュ

ニケーションを必要とする服薬支援や在宅調剤などに

力を入れ、これまで以上に地域医療との連携強化を進

めていきます。

②調剤のデジタル化推進

「地域No.1の健康ステーション」を目指し、介護分

野のサービスをいっそう強化していきます。ケアマネ

ジャーが常駐する居宅介護支援事業所を併設した店舗

を新設。介護専門事業を担うグループ会社とのシナジー

効果を創出し、お客様と長期的に関わる仕組みを構築

します。介護事業を展開するウエルシアパートナーズの

子会社化や、介護タクシー「ウエルタク」のサービス開

始など、グループ体制も増強しています。

③介護事業の拡充

80代以上

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代以下



カウンセリング
営業    

深夜営業介護

調剤併設 カウンセリング
営業    

INPUT

製造資本
◆調剤併設型
ドラッグストア
◆PB商品の
サプライヤー

知的・
人的資本
◆専門人材

社会関係資本
◆ご来店のお客様
◆ウエルシアメンバー
◆公益財団法人
イオン１％クラブを通じた活動

P5

日々の暮らしに
健康と美容を

人権方針

環境方針

商品・
サービス

方針

ありたい姿「地域No.1の健康ステーション※」の実現へ

ウエルシアモデル

◆海外情勢不安による経済の停滞
◆原材料費・人件費の上昇によるコストプッシュインフレ
◆物流コストの上昇
◆物価上昇圧力の強まりによる消費者負担の増加
◆低価格志向と高付加価値志向の消費者行動二極化
◆超高齢社会および人口減少社会

ウエルシアを取り巻く経済・社会環境

多様性を活かす
企業文化

戦略を支える
事業スケール

豊富な
専門人材

OUTCOME

2030年のありたい姿
地域No.1の

 健康ステーション

マテリアリティ
P39

誰もが働きがいを
感じられる社会

あらゆる人に
便利・快適を

活気と活力のある
地域社会

“かかりつけ”で
医療に安心を

人生100年時代の
豊かさ・幸せを

脱炭素社会への
貢献

企業理念
お客様の豊かな社会生活と
健康な暮らしを提供します

接客

価格

知識

品揃え

クリンリネス

価値の還元

OUTPUT
暮らしのすぐそばで
調剤サービス

買いやすい
売場提案

介護サービスや
健康サービスの
拡充

再生可能エネルギーの
活用拡大や
ペットボトル回収
などを通じた
環境負荷低減

デジタル活用した
顧客サービスの拡充

問題解決型の
カウンセリング

からだにいいもの
くらしを便利にする
PB商品を提供

地域に合わせた
店舗フォーマット

※健康ステーションとは、地域のお客様にとって、美しく楽しく健康な生活を応援してくれるコミュニティの場であり「未病・予防・治療・介護」のプロとして
信頼される存在

時代や地域のニーズに合わせ、ウエルシアモデルを最適化し、新たな商品やサービスを拡充していくことで、
地域の生活を支えるドラッグストアとして新たな価値を創造します。
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価値創造プロセス


